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すべての関係者による利用が増加

• アンチダンピング委員会のサービスに対する継続的な高い
需要

• 要因

- 世界の市場における変動性と不確実性の増大

- 輸入業者および海外の輸出業者を含め、アンチダンピン
グ・ケースへの意識の高まりとその結果としての参加の
拡大
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年度別でのケース開始件数（すべての種類*）

* 調査、継続措置、レビュー、関税評価、迅速レビュー（Accelerated reviews）、適用除外、反迂回調査を含む



2014年以降のケースの種類の変化

2014年6月末

* 単一の産品、国、およびケースの種類（ダンピングまたは補助金相殺）について1件としてカウントしている。

2019年6月末

1 反迂回

9 関税評価

1 反迂回

8 適用除外

1 レビュー／

措置終了

29 調査

12 継続措置

1 反迂回

32 関税評価

10 適用除外

7 迅速レビュー

13 レビュー／

措置終了

8 調査



システムを利用しているセクター

継続中のケース（2019年6月末）

化学／プラスチック 6％食品 1％

アルミ 25％

紙 3％

電気機器 6％

鉄鋼 59％



利用の促進方法

• アンチダンピング措置制度に関する情報へのアクセスの改善

– ウェブサイト

– クライアントサポートサービス

• 国際貿易救済アドバイザリー（ITRA）サービス

• 市場に関する情報の拡充（TRINDEX）

• 新たな調査モデルによる結果の改善



情報へのアクセス

• 委員会のウェブサイトには以下が含まれる

• 各ケースのすべての文書を含む電子公的記録

• 申請のためのガイダンス文書

• ダンピングおよび補助金マニュアル

• クライアントサポートサービス

• サインアップして新たな文書のアラートを週次のメールで
受け取ることが可能



国際貿易救済アドバイザリー（ITRA）サービス

• 中小企業（SME）のアンチダンピングシステムへのアクセ
スを支援

• アンチダンピングシステムに対する認知度の向上

• 製造業者と輸入業者の申請と情報提出を支援

• フルタイム従業員が200人以下の企業向けの無償サービス

• アンチダンピング委員会からは独立



市場に関する情報の充実

貿易救済指数（TRINDEX）

内容 アンチダンピング措置の対象となる特定の産
品の貿易フローに関するグラフィカルな情報

目的 アンチダンピングシステムと関わる当事者が
適切な情報に基づいた意思決定を行えるよう
に適切な情報を早期に提供

頻度 2019年6月以降月次



新たな調査モデル

• 一元化された要員の配分とケースプランニング

• 同時並行手続と品質保証

• 標準業務手順（SOP）

ケース監理チーム

調査官 専門家

品質保証

チーム

ポリシー
法務
検証

損害および
因果関係

ケースディレクター

ケースマネージャー

調査官



質問はありますか？
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